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              ◇教育目標 

人間尊重の精神を基盤として「より健康で心豊かに生きるための学力」の育成を図る 

 

◇重点目標 

１．生徒の学習意欲に応える授業づくりに努める 

２．思いやりの心を持ち、互いに敬愛し合う集団づくりに努める 

３．生徒の健康面や安全面を配慮した取り組みの充実に努める 
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大阪市立天満中学校夜間学級 平成２７年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート） 
 

１ 学校運営の中期目標  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 中期目標の達成に向けた年度目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視点 学力の向上】 

○平成２７年度末の生徒アンケートにおける「夜間学級は『学びたい』という気持ちを満足させ

てくれる場所である。」と答える生徒の割合を平成２４年度の水準より増やす。 

○平成２７年度末の授業アンケートにおける「授業を受けてその内容に興味や関心や意欲を持つ

ようになった。」、「授業の内容がわかるようになった。」と答える生徒の割合を平成２４年度の

水準より増やす。 

【視点 道徳心・社会性の育成】 

○平成２７年度末の生徒アンケートにおける「年齢や国籍などが違う人たちと出会い、さまざま

な立場の人の思いを考えるようになった。」と答える生徒の割合を平成２４年度の水準より増や

す。 

○平成２７年度末の生徒アンケートにおける「学校行事や生徒会活動、クラブ活動に進んで参加

している。」と答える生徒の割合を平成２４年度の水準より増やす。 

【視点 健康・体力の保持増進】 

○平成２７年度の各種健康診断の受診率や保健体育科の授業や体育的な行事への参加率を向上さ

せる。 

○平成２７年度末の生徒アンケートにおける「先生は、悩み事を聞いたり相談にのったりしてく

れる。」と答える生徒の割合を平成２４年度の水準より増やす。 

【視点 教職員の資質向上】 

○当面する課題解決に向け、校内研修等を通して共通理解を図りながら教職員の資質の向上に努

める。 

○校外の研修会に積極的に参加し、自己研鑽に努めつつ、得られた知見を授業はじめ様々な取り

組みに生かす。 

【視点 学力の向上】 

○生徒アンケートにおける「夜間学級は『学びたい』という気持ちを満足させてくれる場所であ

る。」と答える生徒の割合を平成２６年度の水準より増やす。 

○授業アンケートにおける「授業を受けてその内容に興味や関心や意欲を持つようになった。」、

「授業の内容がわかるようになった。」と答える生徒の割合を平成２６年度の水準より増やす。 

【視点 道徳心・社会性の育成】 

○生徒アンケートにおける「年齢や国籍などが違う人たちと出会い、さまざまな立場の人の思い

を考えるようになった。」と答える生徒の割合を平成２６年度の水準より増やす。 

○生徒アンケートにおける「学校行事や生徒会活動、クラブ活動に進んで参加している。」と答え

る生徒の割合を平成２６年度の水準より増やす。 

【視点 健康・体力の保持増進】 

○各種健康診断の受診率や保健体育科の授業や体育的な行事への参加率を向上させる。 

○生徒アンケートにおける「先生は、悩み事を聞いたり相談にのったりしてくれる。」と答える生

徒の割合を平成２６年度の水準より増やす。 

【視点 教職員の資質向上】 

○増加傾向にある外国籍生徒に対する国語指導の方法について、分かりやすい授業を創造するた

めに、全教職員で研修をさらに深める。 

○目標に準拠した評価への移行を念頭におき、評価の方法について検討する。 

○校外の研修会に積極的に参加し、自己研鑽に努めつつ、得られた知見を授業はじめ様々な取り

組みに生かす。 
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大阪市立天満中学校夜間学級 平成２７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【視点 学力の向上】 

○生徒アンケートにおける「夜間学級は『学びたい』という気持ちを満足させてくれる場

所である。」と答える生徒の割合を平成２６年度の水準より増やす。 

○授業アンケートにおける「授業を受けてその内容に興味や関心や意欲を持つようになっ

た。」、「授業の内容がわかるようになった。」と答える生徒の割合を平成２６年度の水準

より増やす。 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容① ≪わかりやすい授業づくり≫ 

各教科の基礎・基本をふまえ、教材を工夫・改善し学習意欲を高めさせながらわかりや

すい授業づくりを進める。  

指標 生徒アンケートにおける「授業内容がよくわかる。」「授業に出席して楽しい。」と答

える生徒の割合を増やす。 

取組内容② ≪習熟度別少人数授業、ＴＴによる授業の拡充≫ 

・数学科の習熟度の差に応じた指導の工夫 

生徒の習熟度に応じたコース分けと個に応じた教材を通して、学力の向上を図る。 

・国語、英語、美術の授業で複数の教師による教科指導 

  複数の教職員が指導することによって現状を的確に把握し、習得の支援をする。 

 

指標 生徒アンケートを実施し、「習熟度別少人数授業やＴＴを通して、わかる喜び・でき

る喜びを実感している。」と答える生徒の割合を増やす。 

取組内容③ ≪自主学習習慣の確立≫ 

授業への集中と家庭学習の充実 

 指標 生徒アンケートにおける「授業中はしっかり集中して受けている。」「家でプリント

の見直しや復習をしている。」「忘れ物をしないように努力している。」と答える生徒の

割合を増やす。 

取組内容④ ≪学習意欲を高める学校行事等の充実≫ 

・修学旅行…泊を伴う行事を通してより広い分野からの見聞を広めるとともに、寝食を共 

にすることで生徒同士及び生徒と教職員の間の絆を深める。また、準備などの取り組 

みを活発にすることで、学校生活を充実させる。 

・校外学習行事…社会科や理科のフィールドワークを通して教科学習への興味・関心を高 

めさせる。 

・文化活動発表会…昼間の生徒との交流を深めることで、双方が学校生活を楽しみ、学習 

意欲の向上につなげる。 

 

指標 校外学習や文化活動発表会に多数を参加させる。 

 

 

 

評価基準 
 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 
Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【年度目標について】 

 

 

【取組内容について】 

① ≪わかりやすい授業づくり≫ 

 

 

 

② ≪習熟度別少人数授業の充実≫ 

 

 

 

③ ≪自主学習習慣の確立≫ 

 

 

 

④ ≪学習意欲を高める学校行事等の充実≫ 

 

 

 

今後への改善点 
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大阪市立天満中学校夜間学級 平成２７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【視点 道徳心・社会性の育成】 

○生徒アンケートにおける「年齢や国籍などが違う人たちと出会い、さまざまな立場の人

の思いを考えるようになった。」と答える生徒の割合を平成２６年度の水準より増やす。 

○生徒アンケートにおける「学校行事や生徒会活動、クラブ活動に進んで参加している。」

と答える生徒の割合を平成２６年度の水準より増やす。 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容① ≪協力し合う集団づくり≫ 

 学級活動・学校行事・生徒会活動・クラブ活動等を通して、協力し合う集団づくりを進

める。特にクラブ活動においては、昼の生徒との交流の場を計画的に設け、幅広い人間関

係の中から社会性や人権感覚が深まるようにする。  

指標 生徒アンケートにおける「学校では、大きな声であいさつをしている。」「クラスの

当番や清掃は皆と協力して取り組んでいる。」「夜間学級で友だちができた。」と答える

生徒の割合を水準より増やす。 

取組内容② ≪教育環境の整備≫ 

生徒たちが安全に安心して学習できるよう、日々の点検や整備を行う。  

指標 学校内外の安全点検の実施と施設・設備の整備 

取組内容③ ≪安全教育の推進≫ 

 北消防署や北区役所等関係機関の協力のもと、生徒の安全を確保するための取り組みを

実施する。 
 

指標 火災を想定した避難訓練及び地震・津波を想定した避難訓練の実施。防災講話の 

実施。 

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【年度目標について】 

 

【取組内容について】 

①≪協力し合う集団づくり≫ 

② ≪教育環境の整備≫ 

③ ≪安全教育の推進≫ 

 

今後への改善点 

【目標設定について】 

 

評価基準 
 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 
Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立天満中学校夜間学級 平成２７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【視点 健康・体力の保持増進】 

○各種健康診断の受診率や保健体育科の授業、体育的な行事への参加率を向上させる。 

○生徒アンケートにおける「先生は、悩み事を聞いたり相談にのったりしてくれる。」と答

える生徒の割合を平成２６年度の水準より増やす。 

 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容① ≪自己の健康管理≫ 

 各種健康診断を受診させ、各自の身体状況の把握等健康管理に努めさせる。 

 「保健だより」を発行や保健指導を行い、疾病の予防等に努めさせる。  

指標 各種健康診断を実施し、受診を促進する。 

   時節に応じて「保健だより」を発行し、保健指導を行う。 

取組内容② ≪心の健康の充実≫ 

 教育相談活動を充実させ、生徒の気持ちを受け止め、安心して学校生活が送れるように

する。 
 

指標 年間３回以上教育相談活動を実施する。 

取組内容③ ≪体力の保持・増進≫ 

 保健体育の授業や体育的行事に積極的に参加させる。 

 健康体操教室…外部講師を招いて健康体操教室を実施する。  

指標 保健体育の授業や体育的行事等への参加率を高める。 

健康体操教室を実施する。 

 

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【年度目標について】 

 

【取組内容について】 

① ≪自己の健康管理≫ 

② ≪心の健康の充実≫ 

③ ≪体力の保持・増進≫ 

 

今後への改善点 

【目標設定について】 

 

 

評価基準 
 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 
Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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大阪市立天満中学校夜間学級 平成２７年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【視点 教職員の資質向上】 

○増加傾向にある外国籍生徒に対する国語指導の方法について、分かりやすい授業を創造

するために、全教職員で研修をさらに深める。 

○目標に準拠した評価への移行を念頭におき、評価の方法について検討する。 

○校外の研修会に積極的に参加し、自己研鑽に努めつつ、得られた知見を授業はじめ様々

な取り組みに生かす。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容① ≪校内研修の充実≫ 

国語指導の方法について先進的な取り組みに学び、研修を深める。  

指標 今後の国語指導について、一定の方向性を確立する。 

取組内容② ≪校外の研修会への参加≫ 

近畿夜間中学校連絡協議会、大阪市立中学校教育研究会、大阪市教育センター等の研修

会への積極的な参加と自己研鑽に努める。 
 

指標 各種研修会に積極的に参加する。 

 

 

 

 

 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

【年度目標について】 

 

【取組内容】 

① ≪校内研修の充実≫ 

 

②≪校外の研修会への参加≫ 

 

今後への改善点 

【目標設定について】 

 

 

評価基準 
 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 
Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 


